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コール目指して

夏も終わりに近づいた 8月下旬、市内の各小学校では「水泳大会」が行われました。夏休み中、

連日プールへ通って水泳の練習に励んできた子供たちは、みんな真っ黒に日焼けしており 、健康そ

のもの。ピス トルの合図で一斉にプールへ飛び込んだ選手たちは、クラスメー卜の応援を受けなが

ら、ゴール目指して一生懸命泳ぎました。(写真=8月29日の西小学校での水泳大会)

主な内容 市民と市長の日

「市民と市長の日」を10月1日

(刈午前9時から正午ま で、 市役所

3階市長室で行います。
9丹市議会〆市民の森、スケート場12月オープン・ー 2・3ページ
長寿ベス トテン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...................4ページ

市民ふれあい広場を開催.......................................5ページ

「施設を見る会」に御参加を.................................6ページ

カメラレポ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........7ページ

お知らせ・・・・・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・ ・ ・・・・・ 8~11ページ

健康づくり、 帆ほ吋山 の原因と予防・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....12ページ

農地問題相談日

「農地問題相談」を10月1日(刈

午前 8時30分から午後 5時まで二

市役所2階農業委員会事務局でイ丁

います。
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9月定例市議会が、 9月5日から始まりま

した。市議会は、 9月20日まで16日間の会期

で開かれます。今回は、、市民の森、に建設中

のスケー卜場が12月にオープンすることから

制定される「市民の森スケート場条例の制定

案」、「昭和60年度上田市一般会計補正予算案」

など16議案が提案・審議されています。

えつ広報

創
造
館
は
来
年
1
月
開
館

る
意
見
書
」
を
、
六
月
市
議
会
で
決

議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
月
二
十

六
日
に

は
「
部
落
差
別
を
な
く
す
た

市
長
提
案
説
明
要
旨

関
越
道
と
北
陸
新
幹
線

関
越
自
動
車
道
上
越
線
の
建
設
促

進
の
運
動
は
、
次
期
、
国
土
開
発
幹

線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
が
早
期
に

開
催
さ
れ
、
佐
久
・
更
埴
聞
が
整
備

計
画
路
線
へ
格
上
げ
さ
れ
る
よ
う
、

沿
線
関
係
市
町
村
と
連
携
を
も
ち
な

が
ら
、
引
き
続
き
国
に
対
し
て
強
力

な
要
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
、
八
月
を

目
途
に
着
工
と
い
う
方
向
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
鉄
再
建
監

っ
て
い

ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

で一
一

理
委
員
会
の
答
申
と
坐
備
新
幹
線
着

工
と
の
調
整
か
ら
協
議
さ
れ
、
再
度

着
工
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
お
よ
び
関
越
自
動
車

道
の
建
設
が
、
地
域
の
産
業
、
文
化
、

経
済
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
は
か

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
今

後
と
も
精
力
的
に
建
設
促
進
の
運
動

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
に
着
工

主
要
地
方
道
上
田
丸
子
線
の
平
井

寺
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
(
千
七
百
二

十
八
日
)
は
、
本
年
八
月
か
ら
着
工

し
、
昭
和
六
十
四
年
四
月
か
ら
供
用

を
開
始
し
た
い
と
い
う
計
画
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
建
設
事
業
費
は
、

四
十
八
億
円
と
多
額
を
要
し
ま
す
が
、

早
期
建
設
に
よ
り
中
・
南
信
方
面
と

の
円
滑
な
通
行
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
発
展
を
期
そ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
モ
デ
ル
都
市

高
度
情
報
時
代
に
向
け
て
上
田
市
、

丸
子
町
、
坂
城
町
の

一
市
三
町
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
上
田
地
域
テ
レ
ト

ピ
ア
推
進
協
議
会
は
、

去
る
七
月
十

二
日
に
設
立
し
ま
し
た
。
目
下
、
テ

レ
ト
ヒ
ア
構
想
モ
テ

ル
都
市
の
指
定

に
白
川
け
て
、
基
本
弘
川
市
町
内
総
取
t
t
品
、
ー
し

上
田
市
・

真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却

場
組
合
負
担
金
の
五
千
五
百
卜
三
万

て
い
ま
す
。
全
国
四
十
三
地
域
か
ら

立
候
補
と
い
う
厳
し
い
情
勢
に
あ
リ

ま
す
が
、
地
域
の
発
展
を
目
指
す
こ

の
指
定
運
動
に
、
議
員
各
位
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
も
、
現

在
、
そ
の
指
定
を
目
指
す
と
と
も
に
、

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
財
団
法
人

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
の
設

立
を
急
い
で
い
ま
す
。
浅
間
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
中
核
開
発
ゾ

l
ン
と
な
る
東

山
の
開
発
地
は
上
田
リ
サ
ー
チ

パ
ー

ク
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
基
本
調

査
が
近
く
県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る

予
定
で
、
上
田
市
で
も
こ
れ
と
並
行

し
て
関
連
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
場
は
ロ
月
オ
ー
プ
ン

「
市
民
の
森
」
ス
ケ
ー
ト
場
建
設

は
、
上
田
市
、
東
部
町
、
真
田
町
の

一
市
二
町
に
よ
る
共
同
施
設
と
し
て
、

十
二
月
十
五
日

の
オ
ー
プ
ン

を
目
指

し
て
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
地
域
に
ス
ケ
ー
ト
場
を
と
い
う

念
願
が
実
現
さ
れ
、
冬
期
聞
の
市
民

の
体
位
向
上
、
健
康
増
進
に
大
い
に

立
献
で
き
る
と
期
待
し
て
い

ま
す

今
後
は
、
「
市
民
の
森
」
全
体
mw
管
尽
h

w
m
q
品
昌

h
k

つ
い
ア
t¥
拾
件
也
帯
、討
叫

l
M
れ
4
斗
け
打
川



ホ

一
一
日
に
し
ま
し
た
。
目
下
、
テ

レ
ト
ピ
ア
構
想
モ
デ
ル
都
市
の
指
定

に
向
け
て
、
基
本
計
画
の
策
定
を
し
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ば
な
ら
な
い

と
Y
J
え
て

い
ま
す

創
造
館
は
来
年
1
月
開
館

1
4
地
域
仏
域
行
政
れ
務
組
合
て

挫
ぷ
を
進
め
て
い
る
創
造
館
の
建
設

も
、
順
調
に
進
ん
て
お
り
、
来
年
の

一
月
に
は
開
館
で
き
る
運
び
に
な

っ

て
き
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
上
室
引
の
塩
沢
一
字
(
す
す

む
)
様
か
ら
、
こ
の
創
造
館
に
H

母
子

の
像
。
を
と
い
う
こ
と
で
千
三
百
万

円
の
御
寄
付
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
開
館
に
間
に
合
う
よ
う

準
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
塩

川
れ
同
怖
か
ら
は
、
今
ま
で
も
川
西
地
区

の
小
学
生
へ
の
預
金
通
帳
や
室
賀
小

学
校
へ
御
寄
付
を
い
た
だ
く
な
ど
、

多
く
の
篤
志
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申

し
ヒ
げ
ま
す
。
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基
本
法
の
制
定
実
現
に
努
力

部
落
差
別
の
完
全
解
決
を
目
指
し

た
「
地
域
改
善
特
別
措
置
法
」
の
期

限
内
に
、
完
全
解
決
を
果
た
す
こ
と

は
、
困
難
な
状
況
で
す
。
こ
こ
に
現

行
法
を
発
展
的
に
継
続
す
る
基
本
法

の
制
定
実
現
が
、
緊
急
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

県
議
会
を
は
じ
め
、
他
市
町
村
も

こ
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
と
き
、

市
議
会
に
お
い
て
は
他
市
に
先
が
け

て
「
同
和
対
策
の
充
実
強
化
に
関
す

る
意
見
書
」
を、

六
月
市
議
会
で
決

議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

八
月
二
十

六
日
に
は
「
部
活
差
別
を
な
く
す
た

め
の
北
本
法
」
の
制
定
実
現
を
図
る

た
め
、
広
く
市
民
各
層
か
ら
な
る

「部

落
差
別
を
な
く
す
た
め
の
基
本
法
」

制
定
実
現
上
田
市
実
行
委
員
会
が
結

成
さ
れ
、
制
定
実
現
へ
向
け
て
の
運

動
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

条

例

の

制

定

案

マ
市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
条
例
の
制

定ス
ケ
ー
ト
場
を
豊
殿
地
区
に
あ
る

「
市
民
の
森
」
に
設
置
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
利
用
し
た
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
体
位
の
向
上
お
よ
び

健
康
の
増
進
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

般

会

計

補
正
予
算
案
の
内
容

今
回
の
補
正
額
は
、
十
四
億
三
千

百
二
十
五
万
四
千
円
で
、
こ
れ
に
よ

り
補
正
後
の
総
額
は
二
百
八
億
四
千

百
二
十
二
万
二
千
円
と
な
り
、
前
年

同
期
に
比
べ
一
・
三
%
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

市
債
で
三
億
七
千
万
円
、
国
庫
支

出
金
で
二
億
丘
千
二
百
五
十
八
万
九

千
円
、
県
支
出
金
二
億

一
千
八
百
九

十
三
万
三
千
円
な
ど
、
い
ず
れ
も
収

入
可
能
な
範
囲
で
計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
の
主
な
も
の
》

*
総
務
費

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負

担
金
の
六
千
六
百
三
十
五
万
九
千
円

は
、
広
域
で
設
置
し
た
創
造
館
の
経

費
の
負
担
で
、
内
容
は
開
館
に
向
け

て
の
備
品
の
購
入
が
主
な
も
の
で
す
。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
関
連
で

は
、
東
山
地
籍
に
計
画
を
予
定
し
て

い
る
上
回
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
の
開
発

調
査
委
託
料
に
九
百
万
円
、
第
三
セ

ク
タ
ー
と
し
て
発
足
す
る
財
団
法
人

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
に
対

す
る
初
年
度
出
資
金
千
四
百
七
十
三

万
円
が
あ
り
ま
す
。

*
民
生
費

同
和
対
策
環
境
整
備
の
県
単
工
事

費
と
し
て
、
東
前
山
地
区
の
道
路
、

築
地
地
区
の
下
排
水
路
な
ど
に
四
千

万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
焼
き
物
作
業
棟
新
築

工
事
費
二
百
五
十
万
円
、
お
よ
び
陶

芸
用
焼
き
が
ま
百
三
十
五
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

*
衛
生
費

上
田
市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却

場
組
合
負
担
金
の
五
千
五
百
十
三
万

二
千
円
は
、
焼
却
場
新
炉
が
今
月
か

ら
試
験
だ
き
を
行

い、

年
内
に
は
本

格
稼
動
す
る
運
び
と
な

っ
た
こ
と
か

ら
、
電
気
料
な
ど
の
経
常
経
費
、
焼

却
炉
運
転
委
託
料
な
ど
を
計
上
し
た

も
の
で
す
。

*
農
林
水
産
業
費

農
林
関
係
で
は
、
転
作
促
進
特
別

対
策
事
業
で
神
科
中
部
地
区
暗
き
ょ

排
水
事
業
補
助
金
に
二
千
六
百
八
十

六
万
円
。
農
村
整
備
関
係
で
は
、
新

農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
浦
里
南

部
連
絡
道
、
農
村
広
場
設
置
の
工
事

費
に
四
千
三
百
三
十
万
円
。
新
規
事

業
と
し
て
は
、
今
年
度
を
初
年
度
と

し
た
川
西
地
区
百
二
十
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
県
営
は
場
整
備
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
土
地
改
良
事
業
で
は
、
団
体
営
土

地
改
良
事
業
工
事
費
六
千
万
円
、
同

た
め
池
等
整
備
事
業
工
事
費
千
五
十

五
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
土
木
費

道
路
新
設
改
良
費
と
し
て
、
一
般

市
道
分
工
事
費
二
億
九
千
五
百
万
円
、

塩
田
四
号
線
改
良
舗
装
工
事
費
一
億

四
千
九
百
四
十
六
万
二
千
円
、
小
牧

中
之
条
線
改
良
舗
装
工
事
費
三
千
百

五
十
万
円
な
ど
を
計
上
し
た
ほ
か
、

こ
れ
ら
事
業
に
係
る
用
地
費
・
補
償

貢
献
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
「
市
民
の
森
」
全
休
め
管
司

運
営
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
な
け
'
札

費
で
三
千
八
百
万
円
余
を
計

t
v

僑
り
ょ
う
新
設
改
良
で
は
、
下
郷

地
籍
の
神
明
川
原
僑
拡
幅
工
事
骨
子

三
百
万
円
、
河
川
用
悪
水
路
改
修
工

事
費
千
五
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
国
庫
補
助
が
決
定
し
た

こ
と
か
ら
秋
和
上
堀
線
の
用
地
費
・

工
事
費
五
千
三
百
七
十
万
円
も
追
加

し
ま
し
た
。

*
教
育
費

学
校
教
育
関
連
で
は
、
第
四
中
学

校
の
一
ク
ラ
ス
増
に
伴
う
プ
レ
ハ
ブ

教
室
一
棟
建
設
工
事
費
に
六
百
五
十

万
円
。
社
会
教
育
面
で
は
、
信
濃
国

分
寺
史
跡
内
に
あ
る
私
有
土
地
買
収

費
の
ほ
か
、
昭
和
五
十
年
に
博
物
館

で
個
人
寄
託
の
万
が
盗
難
に
あ
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
を
買
い
戻
す
た

め
の
補
償
料
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

場
と
し
て
、
「
市
民
の
森
」
に
建
設
を

進
め
て
き
た
ス
ケ
ー
ト
場
が
今
年
十

二
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
、
施

設
の
管
理
運
営
に
必
要
な
経
費
二
千

万
円
余
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
災
害
復
旧
費

六
月
末
に
発
生
し
た
台
風
六
号
の

災
害
復
旧
の
た
め
の
経
費
で
、
農
地

災
害
な
ど
に
六
千
七
百
四
十
六
万
円
、

土
木
施
設
災
害
に
二
千
八
百
四
十
四

万
円
余
を
計
上
し
、
国
・
県
の
補
助

を
得
て
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
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長
寿
ベ
ス
ト
テ
ン

M り
えま数
手しか
慌た月
£が前
荏か
宮そら
忘れ足

て。まが /可・圃園田.¥..
きで少 4 可胴屑輩 、h
まはし 1--‘ 、.‘
しネ弱①臼沢仁一郎さん
1..ミギ < (102歳・上塩尻・男)
をな

えつ

ん

)

ぷ

女
じ
拘
サ
愛
沢
歳
土
口
引

②
h
い

血
圧
が
正
常
な
ど
健
康
状
態
は
よ

く
、
帰
除
や
入
浴
な
ど
自
分
の
こ
と

は
何
で
も
で
き
ま
す
。

広報

ん

)
ι
女
，
町
み
磐
田市

在
滝
引

③
h
い

足
は
弱
く
な
り
ま
し
た
が
健
康
状

態
は
よ
く
、
食
事
時
の
家
族
と
の
だ

ル
《

γ
ド

H
a
R
O
O
M
M
E
P
J
'Aげ
，刷
、
ふ
1
1
0

最
高
齢
は
臼
沢
仁

ん
キ
C

、J女
の・
ず
沢
士
山
J
I

R
晴

{呂一川一
④
 

足
が
少
し
弱
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

新
聞
や
本
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
の

相
撲
・
ク
イ
ズ
番
組
が
楽
し
み
で
す
。

ん
守

C

1

J

い
女町

会』

泉
藤
歳
伊
川
⑤
 

こ
こ
数
年
問
、
病
気
ひ
と
つ
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
丈
夫
に
育
て

て
く
れ
た
母
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ん去、、ー
ン
女
ヨ
泉
シ
づ
島
歳
問川口
⑥
 

こ
の
四
月
に
熱
を
出
し
て
か
ら
、

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

Mf
、
覇
市
川
ゅ
はw
l
し
っ

h
M
w
o
-
-
J

，、い
1
3
4
F
!

ゃ
!
。

郎
さ
ん
(
印
歳
)

「
長
寿
ベ
ス
ト
テ
ン
」
と
題
し
て
、

市
内
の
高
齢
者
・
上
位
十
人
を
紹
介

し
ま
す
。

上
田
市
で
は
、
九
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
が
百
九
十
一
人
(
男
性
四
十

七
人
、
女
性
百
四
十
四
人
)
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
百
歳

以
上
の
長
寿
に
恵
ま
れ
た
方
は
四
人

で
、
最
高
齢
者
は
、
明
治
十
六
年
八

現が
在、数

は努年
毎力前
日し I唱

のて午
散歩少
歩けワ
がる九子 、 総照明感沿い

ヂ4L州 灘〔九九
。手』こ り Vがい{ぞ烹ーゼ 、j'• 

でなま⑦村山まちよさん
す;り、 ~ (97歳・下之郷・女)

す苧

ん

)

A
女
:
-

a

条
は
之

λ
X
/

中

点
即
時

⑧

(

 

こ
の
五
月
に
転
ん
で
左
足
を
骨
折

し
た
た
め
、
寝
た
き
り
で
す
が
、
食

省
宇
川
u
m
h
ね

い

1
し

j
t
い
れ
九
村
ん
凶
り

ふ
正
ふ

1
0

月
十
五
日
生
ま
れ
の
臼
沢
仁
一
郎
き

ん
で
す
。長
寿
の
秘
け
つ

取
材
の
中
で
聞
い
た
。
長
寿
の
秘

け
つ
。
を
掲
載
し
ま
す
。

O
内
臓
が
丈
夫
で
、
食
べ
も
の
は
何

で
も
食
べ
、
好
き
嫌
い
が
な
い

O
若
い
と
き
か
ら
、
農
作
業
な
ど
で

足
腰
を
鍛
え
た

O
年
を
と
っ
て
か
ら
も
、
散
歩
や
軽

作
業
な
ど
で
体
を
動
か
し
て
い
る

O
暇
な
と
き
は
新
聞
や
本
を
読
ん
で

頭
を
使
う
よ
う
心
が
け
た

ん
え
」
、
j

じ
女神

ト
A
V

石
野
鼠
旨
邑
目

立
月
れ
し

⑨
 

こ
の
春
か
ら
足
腰
が
弱
く
な
り
ま

し
た
。
毎
日
、
卵
と
牛
乳
、
果
物
を

欠
か
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。ん

え
」
、
l

栄
明脇西

田
歳
成
団
⑬
 

健
康
状
態
は
よ
く
、
毎
朝
、
千
曲

川
の
堤
防
ま
で
一
時
間
ほ
ど
散
歩
す

b
の
が
日
過
疎
に
れ
u
っ
て
い
±
6
4
1
0

O
食
事
コ
ー
ナ
ー

O
金
魚
す
く
い

午
前
十
一
時

l

午
前
十
時
三
十
分

結婚衣装をお貸しします

上田市婦人団体連絡協議会では、結婚衣装をお

貸ししています。このたび、結婚衣装ー揃え(打

掛、留泊、男物)を手入れをし、きれいにしまし

た。どうぞ御利用ください。

申込先・・・山浦源子さん

(中央西 1-1-5・g⑫2900)

10月の法律・人権相談日
法律相談(予約制)・・・・・・10月11日幽・25日制(午後)

法律相談(登記関係)一.10月11日働(午後)

人権相談一一・・・…・・-…..10月 3日(木)(午後)

このほか、一般市民相談(月~土)、交通事故相

談(月~金)は毎日、市役所西庁舎2階で午前 9時

から午後 4時まで、行っています。御利用ください。

〈生活環境課市民相談室宮⑫4100内線303>



寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が、
4

咽
刷
品
川

l
u

っ
か

q
ー
し
て
い
ま
十
7
0

し
た
た
め
、
寝
た
き
り
で
す
が
、
食

事
は
お
い
し
(
い
た
だ
け
ま
す
。

帝
国
側
ふ
れ
あ
い
広
場
を
閲
値

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
福
祉
問
題

の
認
識
を
高
め
、
障
害
者
お
よ
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
市
民
ふ
れ

あ
い
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
金
魚
す

く
い
を
は
じ
め
、
障
害
者
の
作
品
展

示
会
な
ど
多
く
の
催
し
が
各
コ
ー
ナ

ー
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
多
数
の

皆
さ
ん
の
御
参
加
と
御
協
力
を
お
願

障害者の皆さんとの交流

だえつ一(5)一一一昭和60年 9月16日 広報

10月6日・文化センターで

い
し
ま
す
。

と

き

l
十
月
六
日
同
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時

と
ニ
ろ

l
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

(中

央
公
民
館
)

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

午
前
十
時
l

O
テ
l
プ
カ
ッ
ト
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
演
奏
な
ど

展
示
コ
ー
ナ
ー

午
前
十
時

i
午
後
四
時

O
心
身
障
害
者
作
品
展
示
(
在
宅
お

よ
ぴ
施
設
の
障
害
者
の
製
作
し
た

工
芸
品
・
手
芸
品
・

書
画
類
な
ど
)

O
高
齢
者
作
品
展
示
(
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
ク
ラ
ブ
会
員
の
作
品
)

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
紹

介
。
福
祉
機
器
・
介
護
用
品
展
示

映
画
コ
ー
ナ
ー

午
前
十
一
時
l
午
後
三
時

O
各
種
映
画
の
上
映

(ア
ニ
メ
な
ど
)

出
庖
・
パ
ザ
l
コ
ー
ナ
ー

O
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
l

午
前
十
一

時
i

(
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
御
寄

付
い
た
だ
い
た
品
物
の
販
売
)

O
古
物
市
午
前
十

一
時
1
(
古
本
・

お
も
ち
ゃ
・
子
供
服
な
ど
の
販
売
)

O
障
害
者
作
品
即
売
会
午
前
十
時

三
十
分
1

0
高
齢
者
作
品
即
売
会
午
前
十
時

三
十
分
i

O
産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
午
後
一
時

ー
(
野
菜
・
果
物
の
産
地
直
売
)

ー
よ
く
、
毎
朝
、
千
曲

川
の
堤
防
ま
で
一
時
間
ほ
ど
散
歩
す

る
の
が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。

O
食
事
コ
ー
ナ
ー
午
前
十
-
時
1

0
金
魚
す
く
い

午
前
十
時
三
十
分

コ
ン
サ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

O
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

前
十
一
時
i
午
後
四
時

O
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
会

時

i
十
一
時

O
カ
ラ
オ
ケ
コ
ー
ナ
ー

i
二
時

午
前
十

午
後
一
時

活
動
発
表
コ
ー
ナ
ー

午
前
+
時
三
十
介
1
午
後
四
時

O
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
活
動
発
表

O
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ
発

表参
加
す
る
コ
ー
ナ
ー

O
お
年
寄
り
と
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー

午
前
十
時
三
十
分

1

(お
年
寄
り

と
一
緒
に
水
鉄
砲
を
作

っ
た
り、

お
手
玉
・
折
紙
で
遊
ぶ
)

O
手
作
り
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
午

前
十
時
三
十
分
1

0
ワ
ー
プ
ロ
・

パ
ソ

コ
ン
教
室

午

前
十
時
三
十
分
1

0
献
血
コ
ー
ナ
ー
午
前
十
一
時
1

0
こ
の
他
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
大
会
、

マ
ジ
ッ
ク
教
室
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
ナ
ー
レ

午
後
三
時
三
十
分
l

O
参
加
者
全
員
に
よ
る
合
唱
な
ど

法律相言

j去律相言

人権相言

こσ)~; 

談(月~

から午H

〈生j

午

障
害
者
作
品
展
の

作
品
を
募
集
一

応
募
資
格
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
心

身
障
害
者
の
皆
さ
ん
、
お
よ
び
心

身
障
害
者
施
設
に
入
所
し
て
い
る

皆
さ
ん

応
募
点
数
・
:
一
人
一
点

出
品
申
し
込
み
・
・
・
九
月
三
十
日
間
ま

で
に
市
福
祉
課
(
宮
⑫
4
1
0
0

内
線
3
7
3
)
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
・
・
・
作
品
展
示
会
と
は
別
に
即

売
会
も
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
即
売

会
の
作
品
も
募
集
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に

御
寄
付
の
お
願
い

出
庖
・

パ
サ
|
コ
ー
ナ
ー
で
行
わ

れ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
l
-
古
物

市
で
扱
う
品
物
な
ど
の
御
寄
付
を
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
品
物
:
・
日
用
雑
貨
品
、
子
供
用

衣
類
、
お
も
ち
ゃ
、
古
本
な
ど

期
限
・
:
九
月
三
十
日
間

寄
付
先
・
・
・
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

(福
祉
会
館
内
)
宮
⑫
2
0
2
5

そ
の
他
:
・
毎
年
、
年
末
に
行
わ
れ
て

い
る
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
!
と

は
別
の
催
し
で
す
。
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猛暑にウンザ、リ

えつ広報

8月の日照時間・過去最高

今
夏
の
暑
さ
は
、
こ
と
の
ほ
か
厳

し
く
、
市
内
で
は
九
月
上
旬
ま
で
、

最
高
気
温
が
三

O
度
を
超
え
る
真
夏

日
を
連
続
し
て
記
録
し
ま
し
た
。

上
囲
気
象
連
絡
所
の
調
べ
で
は
、

八
月
の
日
照
時
間
は
二
九
六
・
五
時

間
(
平
年
二
=
二
・
三
時
間
)
と
、

昭
和
三
十
二
年
に
同
所
が
開
設
さ
れ

て
か
ら
観
測
史
上
最
高
を
記
録
し
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
今
夏
の
暑
さ
を
示
す

主
な
デ
ー
タ
は
・•• 

マ
八
月
の
平
均
気
温

l
二
六
・
六
度

合
観
測
史
上
二
位
叱
平
年
は
二
五
・

暑
さ
に
負
け
な
い
で
元
気
に
水
遊
び
を

す
る
園
児
た
ち

(
9月
3
日
・
下
之
条
保
育
園
で
)

四
度
(
昭
和
五
十
三
年
)

マ
八
月
の
最
高
気
温
の
平
均

1
一二三・

五
度
(
観
測
史
上
二
位
)
、
平
年
は

一
一
二
・

O
度
、
こ
れ
ま
で
の
最
高

は
三
三
・
八
度
(
昭
和
五
十
三
年
)

マ
真
夏
日
の
連
続
日
数
日
H

三
十
二
日

間
・
八
月
七
日

i
九
月
七
日
(
観

測
史
上
二
位
)
、
こ
れ
ま
で
の
最
高

は
昭
和
五
十
三
年
七
月
二
日
j
八

月
七
日
の
コ
工
ー
七
日
間

「施設を見る会」に

御参加を
秘書課秘書広報係

企@4100内線205・有線②0631

毎
年
行
っ
て
い
る
「
市
の
施
設
を

見
る
会
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

市
の
施
設
な
ど
を
知
る
よ
い
機
会

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
御
参
加
く
だ
さ
い
。
お
一
人

で
も
け

つ
こ
う
で
す
。
参
加
料
は
無

料
で
、
昼
食
は
市
で
用
意
し
ま
す
。

見
学
コ

l
ス
・
日
程
・
:
下
表
の
と
お

り
で
す
。

集
合
場
所
・
・
・
市
役
所
正
面
玄
関
前

定
員
・
:
各
コ
!
ス
と
も
四
十
五
名
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
・:
秘
書
課

秘
書
広
報
係
へ
、
お
申
し
込
み
は

-ZU4曲
名
L
ゆ
リ
つ
、

i-4
J
名
、
ふ
d
y
e

程日とスコ品同

号ー見

Cコース

，曹、

市

f支

観

光

主』
Zエ

消

防

高

齢

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

10月11日(金)

は、

わ

山

し

染

屋

浄

7}<. 

第
二
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー

市

{支

市

役:

Bコース

観

光

A 
Z三

点

字

図

書

館

家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
施
設
J

上

小

衛

生

施

設

組

合

L

相

染

閣

10月9日(水)

運

扶

動

^ ムa、

自上

回

し

σ3 

し、

み

園

市

役:

市

役:

Aコース

観

光

-D、
:z:;; 

↑動

I需

人

σ3 

文

化

A 
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主
主
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マ
八
月
の
手
均
気
温
二
六
・
六
度

(観
測
史
上
二
位
て
平
年
は
二
五
・

'
d
d
e
R
'
れ

:d-可
a
E宜
司
，

t
J
t
u

i
d到
1
1
4
一4石
5
1
3
iuれ
1
2「
て

何
時
阜
海
世
間

は
昭
和
五
十
三
年
七
月
二
日

1
八

月
七
日
の
三
十
七
日
間

第 943号ー

申
電秘込 51
話書先民
で広・印
け報 お宮
つ係間三
こへい~
7 、A・苅

<:1盆~

でお わ 2
て申せ 3
.し j り
込秘 ま
み 書 ず
は課

皆さんが各自治会の指定場所へ避難し ました。

午前10時すぎからは、豊殿小学校の校庭で 「総

合防災訓練」を実施しました。この訓練は「大地

震の発生で、豊殿地区に被害が続‘出」と の想定で、

救護訓練(=写真左下)、給食訓練、初期哨火訓練、

放水訓練(=向上)などを行いました。

大地震に備えて防災訓練

市は、 9月1日の「防災の日」に、上田市地震

総合防災訓練を実施しました。まず、午前9時10

分からは市内全域で「避難訓練」が行われ、多くの

家庭雑排水汚泥処理場が完成

市が、常磐城地籍に建設を進めていた「家庭雑排水汚

泥処理場」が完成し、 9月2日に現地で汚泥投入式を行

いました(=写真)。この処理場は、市内の家庭約 l万3

千戸にある簡易浄化槽から出る汚泥を収集して、固液分

離方式で処理しようというものです。

要所

集会

8:50 9:10 10 シートベルトはあなたの命綱
秋の全国交通安全運動 9月21日一30日

9月 1日から道路交通法が改正され シート ベル トの着用カ、義務づけ
られました。
〈運動の重点目標〉

0シートベルトの正しい着用の徹底

0若年運転者の交通事故防止

0歩行者および自転車利用者の交通事故防止

県内でも、今年は死亡事故が増えています。事を運転する際は、必ず

シートベノレトを着用する よう、この期間中に習慣づけましょう 。
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お知らせグ
緑
の
写
真

え

パ
ネ
ル
展
4

を
開
催

つ広報

都
市
計
画
課

宮
⑫
4
1
0
0内
線
3
5
5

....第 943号

毎
年
、
十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
は
「
都
市
緑
化
月
間
」
で
す
。

こ
の
月
間
は
、
市
民
に
よ
る
緑
豊
か

な
街
づ
く
り
の
促
進
を
は
じ
め
と
し

た
都
市
の
緑
化
、
都
市
公
園
・
街
路

樹
な
ど
の
整
備
保
全
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
都
市
緑
化
・
都
市
公
園

整
備
推
進
長
野
県
大
会
が
十
月
二
十

二
日
、
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
大
会
に
合
わ
せ
て

「
品
似
の

E4宵
持
パ
、
ネ
ル

回朕
」
巴
f
A
1
E仲
l
J

U

IIIIIIIO..._ 

「部落差別をなくすための基本法」 制定

実現を目指す上田市実行委員会ガ、 8月28
日発足しまし疋。この目、上田市民会館に

は43団体の代表約50人ガ出席して、 基本法
制定|こ向け、今後は学習会の開催や街頭ピ

ラ配りなどを行うことを決めまし疋。

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

展
示
期
間
・・
・
十
月
十
五
日

ωか
ら
同

二
十
五
日
幽
ま
で

展
示
会
場
:
・
市
役
所
ロ
ビ
|
(
一
階
)

お
よ
び
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
入

口
ホ

l
ル
(
一
階
)
に
展
示
し
ま

す
。

。
緑
の
写
真
。

を
募
集

「
緑
の
写
真
パ

ネ
ル
展
」
に
展
示

す
る
作
品
を
、
次
に
よ
り
募
集
し
ま

す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
御
応
募
く

だ
さ
い
。

題
材
・
:
県
内
に
あ
る
緑
の
風
景

規
格
:
・
四

ッ
切
(
カ
ラ

l
・
モ

ノ

ク
ロ
)

応
募
期
限
:
・
十
月
十

一
日
幽

提
出
先
・
・
・
都
市
計
画
課

そ
の
他
:
・応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
展

手
小
悼
恨

む
Hw
r
申
』
1
レ
!
し
土
A
?
f
'
e

与
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当

す
る
皆
さ
ん
は
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

新
田
・
緑
が
丘
・
城
北
で

下
水
道
工
事
に
よ
る

交
通
規
制

下
水
道
課
建
設
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
5
8

本
年
度
の
公
共
下
水
道
工
事
が、

新
田
・
緑
が
丘
・
城
北
地
区
を
中
心

に
国
道
一
八
号
線
北
側
で
始
ま
り
ま

し
た
。
工
事
期
間
中
は
、
市
民
の
皆
様
に

大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

車
両
は
部
分
的
に
通
行
止
め
と
な
り

ま
す
の
で
、
道
路
の
案
内
標
識
に
従

い
う
か
い
路
を
御
利
用
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

肺
ガ
ン
検
診
の

受
診
者
を
再
募
集

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

市
で
は
、
肺
庁
ン

検
診
の
受
診
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
若
干

の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者

仲
u
m
わ
ね
早
よ
り
ド
い
わ
ぬ
尚
早
|
レ
川
込
唱
の

J
l
H
九五、ぃ
。

持
ち
物
:
・問
診

察

(
記
入
し
て
)、

母

子
手
帳

定
員
の
四
百
人
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
。

対
象
者
・
・
・
①
お
お
む
ね
四
十
歳
以
上

の
人
、
②
(
一
日
の
喫
煙
本
数
)

×
(
喫
煙
年
数
)
が
四
百
以
上
の

人
、
③
家
族
に
肺
ガ
ン
既
往
の
あ

る
人
、
④
震

(
た
ん
)
お
よ
び
血

慌
の
で
る
人
、
⑤
粉
じ
ん
な
ど
の

多
い
生
活
環
境
の
人

検
査
方
法
:
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
、

か
く
疾
細
胞
診

検
査
料
・
・
・
本
人
負
担
千
円

検
査
日
程
:
・
十
一
月
五
日

ωか
ら
同

八
日
幽
ま
で
の
予
定
、
受
診
日
時
、

場
所
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

申
込
方
法
:
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
を
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
保

健
予
防
課
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

キ
ノ
コ
中
毒
を

険
ぎ
ま
し
ょ
う

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

キ
ノ
コ
の
シ
ー
ズ
ン

に
な
り
ま
し

た
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
キ
ノ

コ
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

O
知
ら
な
い
キ
ノ

コ
は
食
べ
な
い

。

O
毒
キ
ノ
コ
を
覚
え
ま
し
ょ
う。

O
普
か
ら
の
言
い
伝
え
や
迷
信
は
信

じ
な
い
。

キ
ノ
コ
相
談
員

キ
ノ
コ
中
毒
防
止
の
た
め
、、
キ
ノ

コ
に
深
い
知
識
を
お
持
ち
の
方
々
に

「
キ
ノ
コ
相
談
員
」
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
キ
ノ
コ
に
関
す
る
相
談
は、

次
の
方
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
市
キ
ノ
コ
相
談
員
v

マ
佐
藤
昭
夫
さ
ん
(
赤
坂
)

宮
⑧
1
3
9
0

マ
飯
島
清
志
き
ん
(
城
北
)

宮
⑫
4
5
9
1

マ
森
井
広
さ
ん
(
浦
野
)

宮
⑧
2
1
2
1

〈
県
キ
ノ
コ
指
導
員
〉

マ
大
久
保
一
海
さ
ん
(
常
入
)

宮
⑫
6
5
8
4

マ
内
河
泰
長
き
ん
(
五
加
)

宮
(
⑩

2
4
7
1

キ
ノ
コ
の
実
物
展
示

保
健
所
・
食
品
衛
生
協
会
と
市
で

は
、
キ
ノ
コ
の
正
し

い
知
識
普
及
の

た
め
、
次
の
と
お
り
キ
ノ
コ
の
実
物

展
示
を
行
い
ま
す
。

と
き
:
・
九
月
二
十
一

日

ωか
ら
ニ

十
三
日
間
ま
で

と
こ
ろ
・
:
上
回
西
武



小
兜
マ
ヒ
予
防

ホ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を

投
与
し
ま
す

保
健
予
防
諜
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
予

防
の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投

そ提
示の 出
後他 先
ぉ:
返応都
し募市
しき計
まれ画
すた課
。作

は

展

与
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当

す
る
皆
さ
ん
は
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

設
当
者
:
・
昭
和
」
ハ
十
年
一
月
一
日
か

ら
、
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
供
さ
ん
(
今
ま
で
に
受

け
ら
れ
な
か

っ
た
四
歳
未
満
の
子

供
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

投
与
方
法
・
・・六
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
、

0
・
0
五
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
ず
つ
二
回
経
口
投
与
し
ま
す
。

受
付
時
間
:
・
各
会
場
と
も
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
若
干

の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
き
い
。

持
ち
物
:
・
問
診
票
(
記
入
し
て
)
、
母

子
手
帳

そ
の
他
・
・
①
問
診
票
の
な
い
場
合
は

投
与
当
日
会
場
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
②
こ
の
予
防
接
種
と
三
種

混
合
・
麻
し
ん
予
防
接
種
の
時
期

が
同
じ
な
の
で
、
接
種
に
あ
た
っ

て
は
間
隔
に
御
注
意
く
だ
さ
い

。

(
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
と
麻
し
ん

は
一
か
月
、
三
種
混
合
は
二
週
間

以
内
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
予
防
接
種

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
)

ー (9)一一一ー昭和60年 9月16日 広報

昭和60年度急性灰白髄炎予防接種目程表(秋期)

~ 場 名 曜Z 対 象 地 区

東部地区(踏入・泉町・上常国・中常田・下

常国・北常田・材木町・常入)
上田市保健センター

10 11 西部地区(下紺屋町・鎌原・西脇・新町・諏(市役所南庁?t2階)
月 月 訪部・生塚・城北・常磐町・緑ケ
8 26 

丘北・緑ケ丘西・緑ケ丘・新屋)日 日
(刈 (火)城下地区 (小牧・諏訪形・須川・中村・朝日

三好町会館 ケ丘・三好町・御所・中之条・千

曲町)

南部地区(南天神町・北天神町・泉平・松尾

町・鷹匠町・本町・末広町・大手

町)

中央地区 (横町・海野町・原町・袋町・馬場
上田市保健センター 10 11 町・田町・丸堀町・木町・北大手)
(市役所南庁舎2階) 月 月

9 27 北部地区 (上川原柳町・下川原柳町・愛宕
日 日 町・新田・上鍛冶町・鍛冶町・上
ゃω。ゅ

房山・下房山・柳町・上紺屋町)

塩尻地区(秋和・上塩尻・下塩尻)

上野が丘公民館
神科地区

豊殿地区

10 11 川辺地区 (上田原・川辺町・倉升・神畑・下
川辺町 会館 月 月 之条・築地・東築地)

11 28 
泉団地区 (半過・福田・吉田)日 日

川西社会福祉センター 挫j(木)川西地区

神川地区 公民館 l九% 神川地区
塩田母子健康センター (火){越 塩田全地区

※受付時聞は、各会場とも午後 1時30分から 2時30分まて。です。
※1回目と 2回自の接種間隔は、 6週間以上あけてください。

※駐車場が狭いため、車での来庁はなるべく御遠慮ください。

だえつ

-
4，、
e

p
b
'
J
J
a

‘，
=

C
B
E
L

た
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
、
キ
ノ

コ
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

O
知
ら
な
い
キ
ノ
コ
は
食
べ
な
い

。

10月の乳幼児健康診査
。受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。
。母子健康手帳と パスタ オル(4・10か月児)、ハブラシ(1歳 6
か月児)をお持ちください。また、 1歳6か月児は赤ちゃん
手帳の中にある健康診査票を記入してお持ちください。

と
さ
・
:
力
月
二
十

一
日
仕
か
ら
こ

十
三
日
何
ま
で

と
こ
ろ
:
・上
回
西
武

~ コZ 場 健診 実施日 対 象 児

4か月児
10月1日 60年5月16日-5月31日生

10月16日 60年6月1日-6月15日生

10か月児
10月2日 59年11月16日-11月30日生

上田市保健セ ンター 10月18日 5~年 12 月 1 日 -12 月 15 日生

(市役所南庁舎2階)
1歳6か月児

10月3日 59年3月16日-3月31日生

10月23日 59年4月1日-4月15日生

3歳児
10月4日 57年9月1日-9月15日生 l

10月30日 57年9月16日-9月30日生

4か月児
10月8日

60年5月16日-6月15日生
塩田母子健康センター

10か月児 59年11月16日-12月15日生
(塩田地区)

3歳児 10月31日 57年8月1日-9月30日生

4か月児 60年5月16日-6月15日生
川西社会福祉センター

10か月児 10月9日 59年11月16日-12月15日生(川西地区)
1歳6か月児 59年3月16日-4月15日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車でのおいでは御遠慮、ください。
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や
め
よ
う
ノ

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

生
活
環
境
課
環
境
指
導
係

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
3
0
2

えつ広報

人
家
の
少
な
い

山
林
や
川
、
道
路

な
ど
へ

ゴ
ミ
を
捨
て
る
H

不
法
投
棄
々

が
増
え
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
不

法
投
棄
を
禁
止
す
る
立
看
板
が
設
置

し
て
あ
っ
て
も
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
悪

質
な
ケ

l
ス
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
不
法
投
棄
の
苦
情
を
受

け
る
と
、
す
ぐ
に
調
査
を
し
て
捨
て

た
人
に
片
付
け
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま

ー
た
、
悪
質
な
場
合
や
不
明
の
場
合
は
、

号
笹
察
に
通
報
し
厳
重
に
処
理
し
て
い

附

ま
す
。

(
不
法
投
棄
は
、
法
律
に
よ
り

第

三
か
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
二
十

'

I
円
以
下
円
目

t-H匹
せ
ら
れ

i
f
d

美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
、
み
ん

な
の
監
視
で
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を

や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

電
話
機
は

「
認
定
証
」
な
ど
が

貼
つ
で
あ
る
も
の
を

N
T
T
上
田
電
報
電
話
局

宮
⑫
0
1
0
0
(
無
料
)

昭
和
六
十
年
四
月
一

日
か
ら
、
お

客
さ
ま
が
お
使
い
に
な
る
電
話
機
は
、

お
客
さ
ま
が
自
由
に
お
選
び
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
一

定
め
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
電
話

「認定証J

〈
ヴ
認定証

P 85-1234-0 
(財)電気通信端末機器審査協会

④
明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に

⑤
投
票
率
低
下
の
解
決
策

〈
応
募
方
法
〉

機
に
は
、
左
記
の
「
認
定
証
」
ま
た

は
「
型
式
審
査
合
格
マ

ー
ク
」
が
貼

っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
貼
つ
て

な
い
電
話
機
は
、

N
T
T
の
回
線
に

接
続
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

御
注
意
く

だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

長
野
地
方
家
庭
裁
判
所
上
田
支
部

宮
⑫
0
0
0
3

県
弁
護
士
会
上
田
地
区
会
と
上
田

裁
判
所
調
停
委
員
協
会
で
は
、
十
月

一
日
か
ら
始
ま
る
「
法
の
日
」
週
間

行
事
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

と
き
・
:
十
月
四
日
幽
午
前
九
時
か

「型式審査合格マーク」

8-59-

⑧ 
型式指定番 号

校
す
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

〈
募
集
内
容
〉

高
卒
以
上
対
象
課
程

l
機
械
科
、

ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
商
工
会
議
所
五
階
会

議
室

相
談
内
容
・
:
金
銭
貸
借

・
商
取
引
・

借
地
借
家
・
交
通
事
故
な
ど
民
事

関
係
の
こ
と
、
夫
婦
問
や
親
子
聞

の
問
題
・
相
続
・
困
っ
て
い
る
少

年
の
こ
と
な
ど
、
家
庭
裁
判
所
が

扱
う
事
項
お
よ
び
刑
事
関
係
の
こ

と
な
ど
法
律
問
題
一
切
で
す
。

先
端
技
術
研
修
の

受
講
生
を
募
集

日

県
工
業
技
術
大
学
校
の
「
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
高

度
加
工
コ

l
ス
」
が
、
次
の
と
お
り

開
催
き
れ
ま
す
。

新
技
術
の
基
礎
的
知
識
を
修
得
さ

れ
た
い
方
は
、
御
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

・
:
十
月
二
十
五
日
働
・
十
一

月
一
日
制
・
同
八
日
樹
、
い
ず
れ

も
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四

時
三
十
分

と
ニ
ろ
・
:
上
田
商
工
会
議
所

定

員

・
:
二
十
名

受
講
料
:
・
一
万
四
千
五
百
円

申
込
締
切
日
・

・
十
月
卜
二
日

ω

申
込
先
・
:
上
回
商
工
会
議
所
へ
含
⑫

昭和60年 3月指定年月 日
自

養
護
老
人
ホ
l
ム
・
長
寿
国
を
訪
れ
、

居
室
の
棚
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
し
ま
す

日
時
・
;
九
月
二
十
七
日
倒
午
前
十

日
本
温
泉
科
学
会

一
来
年

8
月
に

別
所
温
泉
で
開
催

一

日
本
温
泉
科
学
会
の
第
三
十
九
回
一

一
大
会
が
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
下
旬
一

一
に
四
日
間
の
日
程
で
、
市
内
別
所
温

一

一
泉
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
ほ
一

一
ど
決
ま
り
ま
し
た
。
同
科
学
会
は
、
日
一

一
本
の
温
泉
科
学
に
関
す
る
理
化
学
、

一
医
学
、
薬
学
、
生
物
学
な
ど
を
研
究
一

一
し
て
い
る
大
学
、
研
究
所
、
都
道
府
一

一
県
、
衛
生
研
究
所
の
研
究
員
で
構
成
一

一
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
毎
年
日
本
の
主
要

一

一
な
温
泉
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
会
一

一
員
の
研
究
発
表
、
国
の
環
境
庁
温
泉
一

一
行
政
担
当
官
な
ど
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

一
温
泉
の
源
泉
や
温
泉
活
性
化
な
ど
の

一

一
視
察
研
究
、
専
門
学
者
の
一
般
講
演
一

一
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
温
泉
科
学
会
会
長
の
村
上
悠

一

一
紀
雄
さ
ん
は
、
上
田
市
出
身
の
理
学

一

一
博
士
・
北
里
大
学
教
授
で
、
郷
里
で
一

一
の
大
会
開
催
に
大
変
御
努
力
さ
れ
ま
一

一
し
た
。
市
や
別
所
温
泉
で
は
、
こ
れ
一

一
か
ら
旅
館
組
合
・
観
光
協
会
な
ど
と

一

一
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
対
応
を
進
め

~
#。
+
ヲ
。

なとー-
C1あ月
しる -
_.L_グ〉 日

'8' ，実か

ま「セ
で 十・ハ
月日

」 ーー ) 
グ〉臼ろ

誤かま
1) り に

で ii.
し日』



ま
す
。

(
不
法
投
棄
は
、
法
律
に
よ
り

ゴ
一
か
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
二
十

万
肉
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
d

選
挙
に
関
係
し
た

作
文
を
募
集

よ
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

告
⑫
4
1
0
0内
線

5
7
1

T三

本
年
は
、
明
治
二
十
三
年
七
月
に

第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
執
行

さ
れ
、
国
民
が
初
め
て
国
政
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
九
十
五
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
大
正
十
四
年
五
月
に
普
通

選
挙
法
が
公
布
さ
れ
、
二
十
五
歳
以

仁
の
男
子
に
よ
る
普
通
選
挙
制
度
が

確
立
さ
れ
て
か
ら
六
十
周
年
、
昭
和

二
十
年
十
二
月
に
衆
議
院
議
員
選
挙

法
の
改
正
に
よ
り
、
婦
人
が
参
政
権

を
得
て
四
十
周
年
を
迎
え
る
大
変
意

義
深
い
年
で
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
選
挙
に

関
係
し
た
作
文
を
次
に
よ
り
募
集
し

ま
す
。

〈テ
l
マ〉

次
の
中
か
ら
自
由
に
一
題
を
選
択

し
、
で
き
る
限
り
自
己
の
体
験
な
ど

に
恭
づ
く
具
体
的
な
感
想
を
述
べ
た

も
の
。

①
参
政
権
の
拡
張
の
歩
み
に
つ
い
て

②
政
治
参
加
と
し
て
の
選
挙
の
意
義

③
初
め
て
選
挙
権
を
行
使
し
た
感
想

えつ一ω一一一昭和60年 9月16日 広報

④
明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に

⑤
投
票
率
低
下
の
解
決
策

〈
応
募
方
法
〉

凶
れ
字
詰
原
稿
用
紙
六
枚
以
上
十

枚
以
内
。
応
募
原
稿
は
、
未
発
表
の

も
の
と
し
、
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
お
よ
び
職
業
(
学

生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
部
お
よ
び

学
年
)
を
記
載
す
る
こ
と
。
(
応
募
原

稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
)

〈
締
切
期
日
〉

十
一
月
三
十
日
出

〈
送
り
先
〉

干
3
8
6

上
田
市
大
手
一
ー
ー

十

一
|
十
六
上
田
市
選
挙
管
理
委
員

会
〈
入
選
〉

中
央
審
査
で
入
選
し
た
作
品
は、

今
後
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
入
選
発
表
は
来
年
二
月
上
旬
の

予
定
で
す
。

上
田
技
術
専
門
校

来
年

4
月
入
校
の

生
徒
を
募
集

上
田
技
術
専
門
校
養
成
訓
練
課

宮
(⑮

0
6
0
0

長
野
県
上
田
技
術
専
門
校
で
は
、

次
に
よ
り
昭
和
六
十
一
年
四
月
に
入

指定 番

校
す
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

〈
募
集
内
容
〉

高
卒
以
上
対
象
課
程

l
機
械
科
、
自

動
車
整
備
科
、
電
算
事
務
科
、
電

子
計
算
機
科
(
期
間
は
、
い
ず
れ

も
一
年
で
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
)

中
卒
以
上
対
象
課
程

1
溶
接
科
(
期

聞
は
六
か
月
で
、

年
齢

・
性
別
は

聞
い
ま
せ
ん
)

〈
入
校
選
考
〉

高
卒
以
上
対
象
課
程

l
願
書
受
付
は

十
一
月
四
日
間
か
ら
同
十
八
日
側
、

選
考
日
は
十
一
月
二
十
八
日
附
(
試

験
内
容
は
、
国
語

・
数
学

・
適
性

検
査

・
面
接
)

中
卒
以
上
対
象
課
程

l
願
書
受
付
は

十
二
月
二
十
三
日
間
か
ら
六
一
年

一
月
十
三
日
間
、
選
考
日
は
六
一

年

一
月
二
十
三
日
附
(
試
験
内
容

は
、
適
性
検
査

・
面
接
)

ペ
ン
キ
塗
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

宮
⑧
2
6
2
9

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
で
は
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
誘
い
」

第
五
回
と
し
て
、

別
所
温
泉
の
特
別

指定年月

五
百
匹
、

申
込
締
切
日
:
・
十
月
十
二
日
出

申
込
先
;
・
上
回
商
工
会
議
所
(
告
⑫

4
5
0
0
)
 

養
護
老
人
ホ

l
ム
・
長
寿
国
を
訪
れ
、

居
室
の
棚
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
し
ま
す
。

日
時
:
・
九
月
二
十
七
日
幽
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

集
合
:
・
福
祉
会
館
へ
午
前
九
時
三

十
分
ま
で
に
御
集
合
く
だ
さ
い
。

昼
食
代
・
・
・
約
三
百
円

申
込
期
限
・
:
九
月
二
十
四
日

ω

訂

正

お

わ

び

V

「
広
報
う
え
だ
」

九
月
一

日
発
行

第
九
四
二
号
の
七
ペ
ー
ジ
、
「
国
勢
調

査
に
御
協
力
を」

中
の
四
段
め
、
「
十

( 9月7日現在)

〈希望価格>I ゆずって ください

不用品登録情報

ゆずります

オルゴールメ リー

サキ

コ

サ
ン
一
一
フ
ユ

ブ

ジ

電子レンジ

ビデオデッキ

冷凍庫(小型)

扇風機

婦人用自転車

ベビーカー(2人冊

子供用自動車いす

ま受か
すけら
"入旅
れ館
に組
つ合

て観
め光
対協
応会
をな
進ど
ゲ〉と

-
月
-
日
か
ら
六
日
ご
ろ
ま
で
・
・
・
」

と
あ
る
の
は
、
「
十
月
一
日
か
ら
五
日

な
い
し
六
日
ま
で
:
・
」
の
誤
り
で
し

たV
同
じ
く
十
一
ペ
ー
ジ
、
「
健
康
づ
く

り
市
民
の
つ
ど
い
に
お
出
か
け
を
」

中
の
「
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
」
に
、

運
動
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
ぬ
け
て
し
ま

い
ま
し
た。

V
同
じ
く
十
四
ペ
ー
ジ
、
「
お
く
や
み
」

の
一
段
め
、

「
久
保
田
富
子
さ
ん
」
と

あ
る
の
は
「
久
保
田
富
計
さ
ん
」
の
誤

り
で
し
た。

以
上
、
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ソファーベッド

物置

プロパン瞬間湯沸器

折りたたみ二段ベッド

石油小型給湯機

小鳥巣箱(高さ1.8m)

無料|コンビラ ック

1，500円 |ベビーベッド

ランドセル(黒) 無料

学習本(幼児~小学校低学年用、38冊)20，000円

電気峯(1升炊き ) 6，000円

殺虫灯 10，000円

スパイクタイヤ(日5ノロ字、 4本)5，000円
スパイクタイヤ(日。ノむ!f4本)2，000円
カ‘ス炊飯器(1升炊き) 3，000円

5，000円

2，000円
話 し合い

無料

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物があり ましたら、生活

環境課生活係(ft⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。
。紹介後のトラブルなどについては、責任を負いかねます

ので御 了承ください。

プレハブの部屋

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 |製図小物セット

どんなものでも登録しましょう。|スキー靴 (25.5-26cm)
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高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
、

最
近
ぽ
け
老
人
の
問
題
が
深
刻
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命

が
伸
び
て
も
、
ぼ
け
の
状
態
で
生
活

す
る
こ
と
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

介
護
す
る
家
族
の
方
々
に
も
精
神
的
・

肉
体
的
に
大
変
な
負
担
が
か
か
り
ま

す
。そ

こ
で
今
回
は
、
ぼ
け
の
原
因
と

そ
の
予
防
に
つ
い
て
で
す
。

つ広報

心
の
変
化
は
要
注
意

出 し l実
?と'チ ーぃ
(， 忘つ1どっ
せれ u のた
よい

目も フ「
Eの な』ま
ぺ志、 4犬 tt

f汽 号5
3あいと
なる つい
yい グ〉つ

のは での

月1日

号

の
原
因
と
予
防

心
の
変
化
か
出
で
き
た
ら
、
ぽ
け
要

注
意
で
す
。
で
も
、
こ
れ
ら
は
、
そ

の
日
の
気
分
や
調
子
に
よ
っ
て
も
左

右
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
周
り
の
状

況
な
ど
に
も
大
き
く
影
響
を
受
け
た

り
し
ま
す
。

ぼ
け
は
、
足
が
も
つ
れ
た
り
、
言

葉
が
出
に
く
い
、
お
も
ら
し
を
す
る

な
ど
体
に
現
わ
れ
る
も
の
。
怒
り

っ

ぽ
く
な
る
、
ど
忘
れ
す
る
、
我
慢
が

で
き
な
い
、
一
日
中
ぼ
ん
や
り
し
て

い
る
、
大
声
を
あ
げ
る
、
う
ろ
う
ろ

歩
き
ま
わ
る
な
ど
心
に
現
わ
れ
る
も

の
。
財
産
や
お
金
を
取
ら
れ
た
と
人

を
疑
っ
た
り
、
迷
惑
を
平
気
で
か
け

る
な
ど
人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
現

わ
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

。
ぼ
け
。
の
原
因

こ
の
よ
う
な
「
ぽ
け
」
の
原
因
は
、

い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
。

一
つ
に
は
、
脳
の
血
管
が
老
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
脳
血
管
性

痴
呆
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
血

書
目

ur臨
mpl、
介
-
H
J
法
相

4
e
L
V
W
E
M恨
e幸
弘

γ
ゐ且

管
が
破
れ
る
脳
出
血
が
あ
り
ま
す
。

二
つ

に
は
、
脳
そ
の
も
の
が
病
的

に
縮
ん
で
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
起
こ

る
老
年
痴
呆
が
あ
り
ま
す
。

介
護
の
コ
ツ
は
・
・

で
は
実
際
に
、
ぽ
け
老
人
を
お
世

話
す
る
場
合
の
介
護
の
コ
ツ
を
、
お

話
し
し
ま
し
上
う
。

①
お
年
寄
り
の
調
子
に
合
わ
せ
て

せ
か
し
た
り
、
あ
わ
て
さ
せ
た
り

し
な
い
で
、
お
年
寄
り
の
行
動
に
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。
相
手
を
尊
重
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

②
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
多
く

む
や
み
に
叱
ら
ず
、
や
さ
し
く
手

を
握
っ
た
り
、
肩
を
た
だ
い
た
り
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族
の
一
員

と
し
て
、
常
に
話
し
か
け
を
多
く
持

ち
な
が
ら
、
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で

接
し
ま
し
ょ
う
。

③
押
さ
え
つ
け
ず
に
優
し
く

お
か
し
な
行
動

(
歩
き
ま
わ

っ
た

り
、
便
を
い
じ
る
な
ど
)
が
見
ら
れ

て
も
、
す
ぐ
に
怒

っ
た
り
、
説
得
し

た
り
せ
ず
、
よ
く
聞
い
て
か
ら
お
世

話
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

④
話
し
か
け
る
時
も

お
年
寄
り
の
調
子
に
合
わ
せ
、
話

は
最
後
ま
で
聞
き
ま
し
ょ
う
。
話
し

か
け
は
、
肌
に
ふ
れ
な
が
ら
一
口
以

市
門

仇

k
、
問
問
ト
し
ロ
H
m円
吉
岡

崎

C
名目、
l
し
ず
L
J
L
村
九

き
い
。
簡
単
な
言
葉
で
話
し
、
言
葉

が
だ
め
な
ら
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
て
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
、
ぽ
け
で
は
な
い
心

の
病
気
で
す
。

O
元
気
の
な
い
う
つ
状
態

O
思
い
違
い
が
多
い
、
幻
覚
、
妄
想

状
態

・

0

つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
こ
と
を
言

っ
た
り
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ウ
ト
ウ

ト
す
る
意
識
の
く
も
り

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
治
療
す
る

と
良
く
な
る
場
合
も
多
い
の
で
、
精

神
科
の
専
門
医
に
診
て
も
ら
い
ま
し

ト。
、「ノ
。。

ぼ
け
。
の
予
防

最
後
は
、

で
す
。

①
血
管
の
老
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

こ
れ
に
は
、
高
血
圧
を
予
防
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
、
特
に
質
の
よ
い
タ
ン

パ
ク

質
を
取
っ
た
り
、
適
度
な
運
動
を
し

た
り
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
頭
を
使
う
習
慣
を
持
ち
ま
し
ょ
う

新
聞
や
本
を
読
ん
だ
り
、
手
紙
や

日
記
を
書
く
の
も
よ
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
全
て

が
忘
れ
ら
れ
る
と
い
う
趣
味
が
あ
る

.
」

h
p
、t
U
4
人相切か。、、
Lt
、手、ふ
1

。

ほ
け
の
予
防
に
つ
い
て

、暴力三ない運動、に御協力を

上田市から暴力を追放するため、い暴力追放三な

い運動、、に御協力ください。

(上田市暴力追放会議)

①暴力団を恐れない

②暴力団を利用しない

③暴力団に金を出きない

精神障害者家族会で勉強会
精神障害者家族会では、勉強会を開催します。日

ごろ患者さんのことで困っている方、家庭で心配ご

とのある方など御都合をつけてお出かけください。

と き・・.10月4日働午後1時30分から

にろ…上田市福祉会館・ 2階和室

崎師一上田保健所長 宮尾三郎さん

内容…困っている問題を通して話し合い
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